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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間における世界経済は、欧州経済が内需の低迷により減速傾向となりましたが、米国経

済が企業の業績回復に伴う雇用環境の改善や個人消費の拡大等を背景として堅調に推移し、中国経済も欧米向け輸

出を中心に安定した成長が続いたことから、全体的に緩やかな回復となりました。しかし、足元では、米国の金融

緩和の縮小や、長期化する地政学的緊張の高まりの影響も加わり、景気の先行きは不透明な状況となっています。

一方、わが国経済におきましては、4月の消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動減に加えて、夏場の天候

不順の影響から、個人消費の回復に時間を要していますが、高水準で推移する公共投資や雇用・所得環境の改善、

そして企業による設備投資などが下支えとなって緩やかな回復となりました。

 このような環境のもと、当社グループにおきましては、電子事業、工業材料事業のいずれについても全体的に堅

調に推移し、当第2四半期連結累計期間の売上高は前年同期比10.4％増の21,471百万円、営業利益は前年同期比

80.9％増の764百万円、経常利益は前年同期比101.0％増の666百万円、四半期純利益は前年同期比433.4％増の423

百万円と増収増益となりました。
 
セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電子事業）

 電子事業におきましては、主力のプリント配線基板関連の国内売上が、試作・開発もの、多品種・小ロットも

の、短納期要請の高いものを中心に堅調に推移し、実装の販売も順調でありました。また、ASEAN市場を中心に

車載関連の需要が堅調であったことで、海外での売上高が伸びました。

 この結果、売上高は前年同期比13.2％増の17,070百万円、セグメント利益は前年同期比151.6％増の466百万円

となりました。

（工業材料事業）

 工業材料事業におきましては、混和材が季節的要因や工事の伸びの鈍化により前年割れとなったものの、主力

製品である硝子長繊維原料と耐火物、それ以外では原料仕入販売の売上が堅調に推移し、一方で生産効率化やコ

スト削減に努めた結果、利益面でも前年を上回る水準を確保することが出来ました。

 この結果、売上高は前年同期比0.7％増の4,399百万円、セグメント利益は前年同期比11.6％増の324百万円と

なりました。
 
（2）財政状態に関する説明

 当第2四半期連結会計期間末における総資産は42,623百万円となり、前連結会計年度末に比べ397百万円増加しま

した。主な増減は、現金及び預金の増加466百万円、受取手形及び売掛金の増加1,150百万円及び有形固定資産の減

少1,408百万円であります。 

 負債の残高は31,748百万円となり、前連結会計年度末に比べ327百万円増加しました。主な増減は、支払手形及

び買掛金の減少462百万円、賞与引当金の増加164百万円、社債の増加320百万円及び退職給付に係る負債の増加129

百万円であります。 

 純資産の残高は10,875百万円となり、前連結会計年度末に比べ69百万円増加しました。主な増減は、利益剰余金

の増加236百万円及び為替換算調整勘定の減少160百万円であります。

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は9,348百万円（前連

結会計年度末は8,842百万円）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は1百万円（前第2四半期連結累計期間は604百万円の獲得）となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純利益590百万円、減価償却費743百万円及び売上債権の増加額1,222百万円による

ものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により得られた資金は723百万円（前第2四半期連結累計期間は705百万円の使用）となりました。こ

れは主に、固定資産の取得による支出460百万円及び固定資産の売却による収入1,154百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は209百万円（前第2四半期連結累計期間は710百万円の獲得）となりました。こ

れは主に、社債の純増加額305百万円、ファイナンス・リース債務の返済による支出371百万円及び配当金の支払

額147百万円によるものです。
 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年5月15日に公表いたしました業績予想につきまして、通期連結業績予想の修正をしております。詳細に

つきましては、本日公表いたしました「平成27年3月期 第2四半期連結累計期間業績予想と実績の差異及び通期連

結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。
 
（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。
 
（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年5月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第1四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を残存勤務期間に基づく割

引率から単一の加重平均割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第2四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第2四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が62百万円増加し、利益剰余金が40百万円

減少しております。また、当第2四半期連結累計期間の連結損益計算書に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年3月31日) 
当第2四半期連結会計期間 

(平成26年9月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,439 8,905 

受取手形及び売掛金 11,317 12,468 

有価証券 500 500 

商品及び製品 1,205 1,249 

仕掛品 1,001 1,082 

原材料及び貯蔵品 2,563 2,657 

その他 705 725 

貸倒引当金 △5 △6 

流動資産合計 25,727 27,581 

固定資産    

有形固定資産    

土地 6,481 5,482 

その他（純額） 8,285 7,876 

有形固定資産合計 14,766 13,358 

無形固定資産 271 260 

投資その他の資産    

その他 1,755 1,711 

貸倒引当金 △294 △288 

投資その他の資産合計 1,461 1,423 

固定資産合計 16,499 15,042 

資産合計 42,226 42,623 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年3月31日) 
当第2四半期連結会計期間 

(平成26年9月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,308 4,845 

短期借入金 7,315 6,693 

1年内償還予定の社債 710 800 

1年内返済予定の長期借入金 3,059 3,099 

未払法人税等 111 105 

賞与引当金 462 627 

その他 2,589 2,978 

流動負債合計 19,556 19,149 

固定負債    

社債 1,560 1,790 

長期借入金 6,439 7,007 

役員退職慰労引当金 23 23 

退職給付に係る負債 1,508 1,637 

その他 2,332 2,139 

固定負債合計 11,864 12,598 

負債合計 31,420 31,748 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,358 4,358 

資本剰余金 4,159 4,159 

利益剰余金 3,668 3,905 

自己株式 △681 △681 

株主資本合計 11,504 11,741 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 70 72 

繰延ヘッジ損益 － △5 

為替換算調整勘定 △797 △957 

退職給付に係る調整累計額 11 5 

その他の包括利益累計額合計 △715 △885 

少数株主持分 16 19 

純資産合計 10,805 10,875 

負債純資産合計 42,226 42,623 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月 1日 
 至 平成25年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 

 至 平成26年9月30日) 

売上高 19,453 21,471 

売上原価 16,442 18,090 

売上総利益 3,010 3,381 

販売費及び一般管理費 2,587 2,616 

営業利益 422 764 

営業外収益    

受取利息 7 1 

受取配当金 1 2 

負ののれん償却額 58 － 

為替差益 53 108 

受取保険金 70 － 

その他 44 48 

営業外収益合計 234 161 

営業外費用    

支払利息 171 183 

持分法による投資損失 55 8 

その他 98 68 

営業外費用合計 325 259 

経常利益 331 666 

特別利益    

固定資産売却益 － 12 

特別利益合計 － 12 

特別損失    

減損損失 － 60 

その他 216 27 

特別損失合計 216 88 

税金等調整前四半期純利益 114 590 

法人税、住民税及び事業税 77 72 

法人税等調整額 △46 91 

法人税等合計 31 163 

少数株主損益調整前四半期純利益 83 426 

少数株主利益 4 2 

四半期純利益 79 423 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月 1日 
 至 平成25年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 

 至 平成26年9月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 83 426 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 12 2 

繰延ヘッジ損益 0 △5 

為替換算調整勘定 196 △155 

退職給付に係る調整額 － △5 

持分法適用会社に対する持分相当額 30 △5 

その他の包括利益合計 240 △170 

四半期包括利益 324 256 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 317 253 

少数株主に係る四半期包括利益 6 2 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月 1日 
 至 平成25年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 

 至 平成26年9月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 114 590 

減価償却費 757 743 

減損損失 － 60 

負ののれん償却額 △58 － 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 86 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,268 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） 153 164 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17 △4 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 122 

受取利息及び受取配当金 △8 △4 

支払利息 171 183 

固定資産売却損益（△は益） － △14 

持分法による投資損益（△は益） 55 8 

売上債権の増減額（△は増加） △290 △1,222 

たな卸資産の増減額（△は増加） 137 △247 

仕入債務の増減額（△は減少） △545 △391 

未払金の増減額（△は減少） 1,402 244 

その他 106 40 

小計 830 273 

利息及び配当金の受取額 8 4 

利息の支払額 △175 △184 

法人税等の還付額 42 － 

法人税等の支払額 △102 △91 

営業活動によるキャッシュ・フロー 604 1 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の増減額（△は増加） △20 39 

固定資産の取得による支出 △915 △460 

固定資産の売却による収入 173 1,154 

投資有価証券の取得による支出 △3 △3 

子会社株式の取得による支出 △34 － 

その他 93 △7 

投資活動によるキャッシュ・フロー △705 723 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △13 △624 

長期借入れによる収入 2,300 2,302 

長期借入金の返済による支出 △1,694 △1,655 

社債の発行による収入 882 685 

社債の償還による支出 △340 △380 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △258 △371 

配当金の支払額 △147 △147 

その他 △17 △18 

財務活動によるキャッシュ・フロー 710 △209 

現金及び現金同等物に係る換算差額 138 △9 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 747 506 

現金及び現金同等物の期首残高 8,427 8,842 

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,174 9,348 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第2四半期連結累計期間（自 平成25年4月1日 至 平成25年9月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）1 

合計 
調整額 
（注）2 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）3 

  電子事業 
工業材料 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 15,085 4,367 19,452 0 19,453 － 19,453 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 15,085 4,367 19,452 0 19,453 － 19,453 

セグメント利益 

又は損失（△） 
185 291 476 △54 421 1 422 

 
（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、EV事業を含んでおります。

2．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去1百万円が含まれております。

3．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 重要な減損損失はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 重要な負ののれん発生益はありません。
 

Ⅱ 当第2四半期連結累計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年9月30日） 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）1 

合計 
調整額 
（注）2 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）3 

  電子事業 
工業材料 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 17,070 4,399 21,470 1 21,471 － 21,471 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 17,070 4,399 21,470 1 21,471 － 21,471 

セグメント利益 

又は損失（△） 
466 324 790 △27 763 1 764 

 
（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、EV事業を含んでおります。

2．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去1百万円が含まれております。

3．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「電子事業」セグメント及び「工業材料事業」セグメントにおいて、事業所の移転の決定及び遊休資

産の売却が決定したため、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第2四半期

連結累計期間においては、「電子事業」セグメント44百万円、「工業材料事業」セグメント16百万円で

あります。

（のれんの金額の重要な変動）

 重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 重要な負ののれん発生益はありません。
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